
日　時 平成２９年７月３日（月）　14:00～16:30

場　所 　江別市民会館（３７号室）

出席者（16）名

会　長/井上誠司　　　副会長/平澤亨輔

委　員/小走安則、中野亮二、塩越康晴、和田美和、武田陽子、坂上伸也、吉川邦俊、林敏昭、松浦智幸、

杉野邦彦、北川雅彦、森田芳明、池田太郎、岡村恵子

事務局（12）名

江別市長、経済部長、商工労働課長・参事（２名）、農業振興課長、企業立地課長、総合特区推進担当参

事、商工労働課主査（２名）、ほか２名

欠席者（1）名 委員 /皆川　和志

議　事

諮問事項

（１）江別市観光振興計画の策定について

報告事項

（１） 経済部の組織機構及び事務分掌について

（２） 経済部各課主要施策概要について

会議録（要旨）

商工労働課長 　開会のことば

江別市長 　委嘱状交付、挨拶

商工労働課長 　会議成立報告

経済部長 　経済部職員紹介（課長職以上挨拶）

経済部長 　会長・副会長の互選についてですが、各委員の皆様からご推薦ございましたら、発言願います。

塩越委員 　会長に井上委員、副会長に平澤委員を推薦いたします。

経済部長 　只今、塩越委員より会長に井上委員、副会長に平澤委員の推薦がありましたが、いかがでしょうか。

一同 　異議なし

会長及び副会長 　会長・副会長席に移動後、順次挨拶

会長

　初めに、次第の５、諮問事項（１）の「江別市観光振興計画の策定について」でございますが、事務局から

何かございますか。

経済部長 　江別市観光振興計画の策定に当たりまして、市長から諮問させていただきます。

江別市長 諮問書を会長に手渡す、その後、市長退席

会長

　只今、市長から諮問書を受け取りました「江別市観光振興計画の策定について」は、今後、専門的な視点に

よる集中的な議論が必要であることから、江別市経済審議会条例第６条の規定に基づき、専門部会を設置する

ことといたします。

　学識経験者区分から、平澤委員、中野委員

　消費者代表区分から、塩越委員、和田委員

　事業者代表区分の商業部門から、林委員、松浦委員

　　　　　　　　　工業部門から、杉野委員

　　　　　　　　　農業部門から、岡村委員

　以上、８名の委員さんを指名させていただきます。

傍聴者入室 　傍聴者を入室させる。

会長 　それでは、次第の５、諮問事項（１）の江別市観光振興計画の策定について、事務局より説明願います。

商店街・観光振興

担当参事

　別冊資料　江別市観光振興計画の策定について説明

会長 　只今の説明に対して、ご質問、ご意見等ございましたらお受けしたいと思います。

塩越委員

　８ページの左下（魅力度が低く、認知度も低い）をピックアップした方は、江別市内の方か、市外の方か。

　また、観光アクセスは。

商店街・観光振興

担当参事

　ピックアップは、受託業者と調整しつつ市職員で行った。アクセスは、ＪＲの他、周遊については課題だと

思っている。

平成２９年度第１回江別市経済審議会会議録（要旨）



会長

ほかに、質問・意見はありませんか。

続きまして、次に、報告事項の（１）経済部の組織機構及び事務分掌について、事務局より説明願います。

商工労働課長 （資料１）経済部の組織機構及び事務分掌について説明

会長 　只今の説明に対して、ご質問、ご意見等ございましたらお受けしたいと思います。

一同  なし

会長

　続きまして、次に、報告事項の（２）経済部各課の主要施策概要に入ります。まず、江別市の観光入込客数

につきまして、事務局よりご説明願います。

商店街・観光振興

担当参事

　（資料２）江別市の観光入込客数について説明

会長 　只今の説明に対して、ご質問、ご意見等ございましたらお受けしたいと思います。

会長   EBRIのリピーターの定着は？

商店街・観光振興

担当参事

　月３万人を超えている。１日平均で１，０００人程度。

会長 　対策を考えているのか。

商店街・観光振興

担当参事

　情報提供していきたい。

小走委員 　（EBRIの）年間で想定していた人数と、それに対する集客の人数は？

商店街・観光振興

担当参事

　（EBRIの）運営会社からは想定以上の人数が来ていると聞いている。

小走委員 　その他の施設では年間の目標を立てているのか。

商店街・観光振興

担当参事

　報告のみ受けている状況である。

小走委員 　原因や対策は、どう考えているのか。

商店街・観光振興

担当参事

　検証させていただきたい。

会長 　計画と実績の分析は必要と感じた。



吉川委員 　観光入込客数は、定義に基づいて集計しているようだが、人数を公表できない企業もあるのでは？

商店街・観光振興

担当参事

　実人数を集計しており、公表できない施設は検討をはかってまいりたい。

中野委員 　（観光入込客数について）各施設の数え方は？

商店街・観光振興

担当参事

　施設によってバラバラと聞いている。

塩越委員 　（観光入込客数について）やきもの市が減少傾向だが？

商店街・観光振興

担当参事

　主催者からの報告。昨年度は天候不順のため減少した。

会長 　やきもの市のマンネリ化に対する対策は？

商店街・観光振興

担当参事

　実行委員会に伝えたい。今年度は、地域おこし協力隊の写真展、学生のファッションショーなどを企画して

いる。

林委員 　今年は新たな事業にも期待していただきたい。

副会長 　（観光入込客数の）野幌森林公園の算出は？

商店街・観光振興

担当参事

　野幌森林公園利用者の一定数は江別にきているとして算出。

会長

　ほかに、質問・意見はありませんか。

　続きまして、地域雇用・産業連携所管の各事業つきまして、事務局より説明願います。

地域雇用・産業連

携担当参事

　（資料３）地域雇用・産業連携所管の各事業について説明

会長 　只今の説明に対して、ご質問、ご意見等ございましたらお受けしたいと思います。

小走委員 　有給インターンシップの平成２７年度については、卒業生か？

地域雇用・産業連

携担当参事

　大学１～２年生対象なので、卒業生とは限らない。

小走委員 　（有給インターンシップで）実際に江別に就職した人数は？

地域雇用・産業連

携担当参事

　全部市内企業ではない。市外もある。



小走委員 　数字としては？

地域雇用・産業連

携担当参事

　市内高校の卒業生のうち、市内企業は、平成２９年３月１８．５％、平成２８年３月１３．４％。昨年より

は今年は増えている。

中野委員

　有給インターンシップの期間と賃金は？

　働きたい女性のための就職支援事業の日数と内容、就職先はどのような職種か？

地域雇用・産業連

携担当参事

　有給インターンシップは時給は最低賃金、期間は１社１年間。

　働きたい女性のための就職支援事業は、研修１カ月、実習１カ月弱。主な就職先は、昨年は事務職など、各

種。

吉川委員

　金融機関だが、店舗にＪＰ０１やえべつコレクションを置くと、すぐなくなる。ＰＲや観光施設の整理が必

要である。

会長

　ほかに、質問・意見はありませんか。

　続きまして、江別市都市と農村の交流センター「えみくる」につきまして、事務局より説明願います。

農業振興課長 　（資料４）江別市都市と農村の交流センター「えみくる」について説明

副会長 　利用状況は？イベントについてはどうか？

農業振興課長

　年間利用目標１万６０００名に対して、３ヶ月で４５００名。（イベントは）今月下旬、コープが畑のレス

トラン。その他、シニアリーグの野球など。

小走委員 　イベントにテスト・キッチンを活用しては？

会長 　６次産業化について、教えていただきたい。

農業振興課長 　新規商品の開発等に対して上限４０万円の補助金制度を平成２８年度から設けた。

会長 　どのように６次産業化を進めているのか？

農業振興課長

　すそ野を広げるため、これから加工品に取り組もうとしている生産者に対して勉強会を開催しており、これ

からも継続していく。

杉野委員 　テスト・キッチンで企業が新製品を試作して、試験販売することは可能か？

農業振興課長 　可能である。ただし、本格的な販売は、各企業で営業許可を取ることが必要。

北川委員 　（テスト・キッチンは）営業許可は取っている。

和田委員 　交通の便について、対策は？

農業振興課長 　利用者にマイカーを使っていただくことになる。市役所の公共交通を担う部署とも情報共有していきたい。



会長

　ほかに、質問・意見はありませんか。

　続きまして、ＲＴＮパークの現状につきまして、事務局より説明願います。

企業立地課長 　（資料５）ＲＴＮパークの現状について説明

吉川委員 　分譲地について。分筆は可能か。価格はどのような決定方法か。

企業立地課長

　分筆については、基本的には１区画をお買い上げいただきたい。

　価格は、不動産鑑定をもとに交渉している。

吉川委員 　（価格は）ここで公表できるか。

企業立地課長 　ホームページでは、５５００円/㎡で公表。

杉野委員 　食品工場で使う水やエネルギーは？

企業立地課長

　水道は、工業用水道ではなく一般的なもの。地下水も可能。

　ガスは、都市ガスのエリアではないため、コープではプラントを設置し液化天然ガスを運んで使用してい

る。

杉野委員 　排水は？

企業立地課長 　公共下水道です。

会長

　ほかに、質問・意見はありませんか。

　続きまして、北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区につきまして、事務局より説明願います。

総合特区推進担当

参事

　（資料６）北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区について説明

杉野委員

　フード特区のコンセプトは素晴らしい。ただ、問題は、食品工場で雇用が集まらない。外国人労働など、雇

用も特区とすることはできないか。

総合特区推進担当

参事

　市では外国人労働者の現状把握に努めている。食品に限らず、人材不足は大きな課題と認識しており、研

究・検討していく考え。

杉野委員 　外国人実習生が母国に帰り、江別をＰＲしていただくのも検討の余地があるのでは。



小走委員 　資料６－２の「反映」の具体例は？

総合特区推進担当

参事

　食の臨床試験（江別モデル）の取組が全道に広がっているところ。

小走委員 　函館エリアとの連携については？

総合特区推進担当

参事

　フード特区機構をとおして、函館エリアとも連携している。

副会長

　海外フェアにはどんな企業が参加しているのか？シンガポール以外の国については？

　また、江別ブランドの確立が重要では？

総合特区推進担当

参事

ソフトクリームやめん類、のむヨーグルトなどの乳製品の製造業が参加している。

どの国がいいかは、参加企業に聞き取りしている。シンガポールとしたのは、輸出に制約が少なく、ハード

ルが低いため。

江別ブランドの確立に向けて、より付加価値のある商品作りを支援している。

会長

ほかに、質問・意見はありませんか。

全体を通して、質問・意見はありませんか。

一同 　なし

会長 　その他の項目で事務局から何かございますか。

商工労働課長

　専門部会の皆様には、審議会終了後、次回の日程調整等を行いたいと思いますので、引き続き、お残りいた

だきますようお願いいたします。

会長 　以上で議事を終了します。


